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   重 要 事 項 説 明 書  （居宅介護用） 

 この「重要事項説明書」は、当事業所とサービス利用契約の締結を希望される方に対

して、社会福祉法第 76条及び大阪市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運

営に関する基準等を定める条例（平成 25 年３月４日大阪市条例第 13 号）第５条の規定

に基づき、当事業所の概要や提供するサービスの内容、契約を締結する前に知っておい

ていただきたいことを事業者が説明するものです。 
 
 
１ 居宅介護サービスを提供する事業者について 

事 業 者 名 称 株式会社クオリス 

代 表 者 氏 名 代表取締役 雨田 武史 

本 社 所 在 地 

（ 連 絡 先 ） 

大阪府大阪市浪速区難波中一丁目１２番５号 

TEL: 06-6575-9848  fax：06-6575-9849 

法人設立年月日 平成１７年１０月２６日 
 
２ ご利用者へのサービス提供を担当する事業所について 

(1) 事業所の所在地等 

事 業 所 名 称 あしすと井高野昭和介護センター 

サ ー ビ ス の 

主たる対象者 

身体障害者（18歳未満の者を除く） 

知的障害者（18歳未満の者を除く） 

障害児（18 歳未満の身体障害者及び知的障害者） 

精神障害者（18歳未満の者を含む） 

難病等対象者（18 歳未満の者を含む） 

大 阪 府 指 定 

事 業 所 番 号 
居宅介護   第 2713002042 号（令和２年３月１日指定） 

事業所所在地 大阪市東淀川区井高野１丁目１番３８号貝田・井高野ビル 202 

連 絡 先 

相談担当者名 

TEL: 06-4862-8678 FAX:06-4862-8677 

管理者 安田 恵子 

事業所の通常の 

事業実施地域 
大阪市東淀川区 

事業所が行なう 

他の指定障がい 

福祉サービス 

重度訪問介護 第 2713002042 号（令和２年３月１日指定） 

 
(2)事業の目的および運営方針 

事 業 の 目 的 
利用者、障害児及び障害児の保護者の意思及び人格を尊重し、日常生活

を自立した生活に近づけるため、指定居宅介護等の提供を確保する。 

運 営 方 針 
利用者等が居宅において自立した日常生活又は社会生活を営むことが

できるよう、当該利用者等の身体その他の状況及びその置かれている環
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境に応じて、入浴、排せつ及び食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の

家事、外出時における移動中の介護並びに生活等に関する相談及び助言

その他の生活全般にわたる援助を適切かつ効果的に行うものとする。 

(3)事業所窓口の営業日及び営業時間 

営 業 日 

月曜日～金曜日（以外でも、サービスの提供を行う場合があります。） 

ただし、８月１３日から８月１５日まで及び１２月３０日から１月

３日を除く。 

営 業 時 間 ９：００～１８：００ 
 
(4)サービス提供可能な日と時間帯 

サービス提供日 年中無休 

サービス提供時間 ７：００～２２：００ 
 
(5)事業所の職員体制 

管 理 者  安田 恵子 
 

職

種 

職 務 内 容 人員数 

管
理
者 

１ 従業者及び業務の管理を、一元的に行います。 

２ 従業者に、法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行いま

す。 

常 勤 

 １人 

サ
勖
ビ
ス
提
供
責
任
者 

１ 利用者が居宅において自立した日常生活又は社会生活を営むことが

できるよう、利用者の身体その他の状況及びその置かれている環境に

応じて、障がい福祉サービスが適切に行われるようアセスメントを実

施し、援助の目標を達成するための手順と所要時間を明確にした手順

書を作成します。 

２ 利用者又は障がい児の保護者の日常生活全般の状況及び希望等を踏

まえて、具体的なサービスの内容等を記載した居宅介護計画を作成し

ます。 

３ 利用者及びその同居の家族に居宅介護計画の内容を説明し、同意を

得て交付します。 

４ 居宅介護計画の実施状況の把握を行ない、必要に応じて居宅介護計

画の変更を行います。 

５ 指定居宅介護事業所に対する指定居宅介護の利用の申込みに係る調

整を行います。 

６ 居宅介護従業者（以下｢ヘルパー｣という）等に対する技術指導等の

サービスの内容の管理を行います。 

７ ヘルパーに対して、具体的な援助目標及び援助内容を指示するとと

もに、利用者の状況についての情報を伝達します。 

３名 

｛常勤２

名（うち

１名は管

理 者 兼

務） 

非 常 勤 

１名｝ 

ヘ
ル
パ

勖 

１ 居宅介護計画に基づき、居宅介護サービスを提供します。 

２ サービス提供後、サービスの提供日、内容、利用者の心身の状況等

について、サービス提供責任者に報告を行います。 

非常勤 

20 名 
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事
務
職
員 

介護給付費等の請求事務及び通信連絡事務等を行います。 

 
1 名 

 

 

３ 提供するサービスの内容と料金および利用者負担額について 

(1) 提供するサービスの内容について 

サービス区分と種類       サ ー ビ ス の 内 容 

居宅介護計画の作成 

利用者の意向や心身の状況等のアセスメントを行い、援助の

目標に応じて具体的なサービス内容を定めた手順書を作成

し、この手順書を元に居宅介護計画を作成します。 

身 

体 

介 

護 

食事介助 食事の介助を行います。 

入浴介助・清拭 入浴の介助や清拭（身体を拭く）、洗髪などを行います。 

排せつ介助 排せつの介助、おむつ交換を行います。 

更衣介助 衣服の着脱の介助を行います。 

  

家 

事 

援 

助 

買物 
利用者の日常生活に必要な物品の買い物を行います。 

預貯金の引き出しや預け入れは行いません。 

調理 利用者の食事の用意を行います。 

掃除 利用者の居室の掃除や整理整頓を行います。 

洗濯 利用者の衣類等の洗濯を行います。 

  

通院等介助 

通院等又は官公署並びに指定相談支援事業所への移動（公的

手続又は障がい福祉サービスの利用に係る相談のために利用

する場合に限る）のための屋内外における移動等の介助又は

通院先等での受診等の手続、移動等の介助を行います｡ 
 
 
(2)ヘルパーの禁止行為 

  ヘルパーはサービスの提供にあたって次の行為は行いません。 

 ①医行為 

 ②利用者又は家族の金銭、預貯金通帳、証書、書類などの預かり 

 ③利用者又は家族からの金銭、物品、飲食の授受 

 ④利用者の同居家族に対するサービス 

 ⑤利用者の日常生活の範囲を超えたサービス（大掃除、庭掃除など） 

 ⑥利用者の居宅での飲酒、喫煙、飲食 

 ⑦身体拘束その他利用者の行動を制限する行為 

 （利用者又は第三者等の生命や身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除く） 

⑧その他利用者又は家族等に対して行なう宗教活動、政治活動、営利活動、その他迷惑

行為 
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(3)提供するサービスの料金とその利用者負担額について 

提供するサービスについて、厚生労働省の告示の単価による利用料が発生します。 

利用者負担は現在、サービス量と所得に着目した負担の仕組み（１割の定率負担と所得

に応じた負担上限月額の設定）となっています。 

定率負担、実費負担のそれぞれに、低所得の方に配慮した軽減策が講じられています。 
 

※ 障がい福祉サービスの定率負担は、所得に応じて負担上限月額が設定され、ひと月に

利用したサービス量にかかわらず、それ以上の負担は生じません。 

 

世帯  要件  所得区分  

負担上限月額  

福祉部分  医療部分  

生活保護等

受給世帯  

利用者が生活保護費を受給若しくは中国残留

邦人支援法に基づく支援給付金を受給してい

る場合、または受給する世帯の世帯員である

場合  

生活保護  0 円  0 円  

市民税 

非課税世帯 

利用者の収入が年間 80 万円までの場合  低所得 1  0 円  15，000 円 

利用者の収入が年間 80 万円を超える場合  低所得 2  0 円  24，600 円 

市民税 

課税世帯  

在宅で生活する方であり、利用者が障害児の

保護者であり、世帯の市民税所得額の合計額

が 28 万円未満の場合  

一般 1  4,600 円  4,600 円  

在宅で生活する方であり、利用者が障害者本

人であり、世帯の市民税所得額の合計額が 16

万円未満の場合  

一般 1  

9,300 円 

40，200 円 20 歳未満の施設入所者（療養介護の利用者を

含む。）に該当し、世帯の市民税所得額の合

計額が 28 万円未満の場合  

一般 1  

利用者が一般 1 のいずれにも該当しない場合 一般 2  37,200 円  
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利用料金は、次表のとおりです。 

 
 
※上記金額は説明用に算出したものであり、算定時間帯をまたいだ提供となった場合、実

際の金額と誤差が生じる場合がございますので、ご了承ください。 

※ サービス提供時間数は、実際にサービス提供に要した時間ではなく、居宅介護計画に

位置づけた時間数によるものとします。なお、計画時間数と実際にサービス提供に要し

た時間が大幅に異なる場合は、居宅介護計画の見直しを行ないます。 

※  サービス提供を行う手順書等により、市町村が２人派遣を認めた場合は、利用者の

同意のもとヘルパー２人を同時派遣しますが、その場合の費用は２人分となり、利用

者負担額も２倍になります。 

※  利用者の体調等の理由で居宅介護計画に予定されていたサービスが実施できない場

合、利用者の同意を得てサービス内容を変更することができます。この場合、事業者

 提供時間   
 

 

内容  

30 分未満 
30 分以上 

1 時間未満 

1 時間以上 

1 時間 30 分未満 

1 時間 30 分以上 

2 時間未満 

利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 

身
体
介
護 

2,805 円 281 円 4,427 円 443 円 6,433 円 644 円 7,332 円 734 円 

2 時間以上 

2 時間 30分未満 

2 時間 30分以上 

3 時間未満 

3 時間以上 

30 分毎に加算 
 

利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 

8,263 円 827 円 9,173 円 918 円 909 円 91 円 

提供時間  
 

 

内容  

30 分未満 
30 分以上 

1 時間未満 

1 時間以上 

1 時間 30 分未満 

1 時間 30 分以上 

2 時間未満 

利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 

通
院
等
介
助(

身
体

介
護
を
伴
う
場
合)

 

2,805 円 281 円 4,427 円 443 円 6,433 円 644 円 7,332 円 734 円 

2 時間以上 

2 時間 30分未満 

2 時間 30分以上 

3 時間未満 

3 時間以上 

30 分毎に加算 

 

利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 

8,263 円 827 円 9,173 円 918 円 909 円 91 円 

 提供時間 
 

 

内容  

30 分未満 
30 分以上 

45 分未満 

45 分以上 

1 時 間 未 満 

1 時 間 以 上 

1 時間 15 分未満 

利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 

家
事
援
助 

1,161 円 117 円 1,676 円 168 円 2,159 円 216 円 2,619 円 262 円 

1 時間 15 分以上 

1 時間 30 分未満 

1 時間 30 分以上 

15 分毎に加算 
 

利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 

3,014 円 302 円 383 円 39 円 

 提供時間 
 

 

内容  

30 分未満 
30 分以上 

1 時間未満 

1 時間以上 

1 時間 30 分未満 

1 時間 30 分以上 

30 分毎に加算 

利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 

通
院
等
介
助

(

身
体
介
護

を
伴
わ
な
い

場
合) 

1,161 円 117 円 2,159 円 216 円 3,014 円 302 円 756 円 76 円 
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は変更後のサービス内容と時間により利用料金を請求いたします。 

※  ｢通院等介助(身体介護を伴う場合)｣の前後において、居宅における外出に直接関係

しない身体介護(例：入浴介助、食事介助など)に３０分～1時間以上を要しかつ当該身

体介護が中心である場合には、通算して｢身体介護｣を算定します。 

※  介護給付費等について事業者が代理受領を行わない(利用者が償還払いを希望する)

場合は、介護給付費等の全額をいったんお支払いただきます。この場合、「サービス提

供証明書」を交付しますので、｢領収書｣を添えてお住まいの市町村に介護給付費等の

支給（利用者負担額を除く）を申請してください。 

 
 
【加算項目】 

① サービス提供の時間帯により下表のとおり料金が加算されます。(円未満の端数は四捨

五入) 

提供時間帯名 早 朝 昼 間 夜 間 深 夜 

時 間 帯 
午前 6時から 

午前 8時まで 

午前 8時から 

午後 6時まで 

午後 6 時から 

午後 10 時まで 

午後 10 時から

午前 6 時まで 

加算割合 100 分の 25  100 分の 25 100 分の 50 

 

② 事業所のとっている体制又は、対応の内容等により、下表のとおり料金が加算されま

す。(円未満の端数は四捨五入) 

 

加算項目 利用料 
利用者 

負担額 
算定回数等 

福祉・介護職員等 

処遇改善加算(Ⅱロ) 

所定単位数の

441/1000 
左記の１割 

基本サービス費に各種加算減算

を加えた総単位数(所定単位数） 

緊 急 時 対 応 加 算  1,096 円  110 円 

身体介護又は通院等介助(身体介

護を伴う場合)に限る。 

１回の要請につき１回、利用者１

人に対し１月に２回を限度とする 

初 回 加 算  2,192 円  220 円 初回月に１回のみ 

※ 緊急時対応加算は、利用者やその家族等からの要請を受けて、サービス提供責任者が

居宅介護計画の変更を行い、ヘルパーが居宅介護計画において計画的に訪問することと

なっていないサービスを緊急に行った場合に加算します(対象となるサービスは、身体介

護及び通院等介助(身体介護を伴う場合)に限ります)。 

※ 初回加算は、新規に居宅介護計画を作成した利用者に対して、初回のサービス提供と

同月内に、サービス提供責任者が、自らサービス提供を行う場合又は他のヘルパーがサ

ービス提供を行う際に同行した場合に加算します。 
 
③ 利用者の依頼により、利用者の負担上限月額を超えて事業者が利用者負担額を徴収し

ないよう、利用者負担額の徴収方法の管理を行った場合は、以下の料金が加算されます。 

内   容 利用料 利用者負担額  

利用者負担上限額管理加算 1,644 円 165 円 1 月あたり 
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４ その他の費用について 

① 交通費 

利用者の居宅が、通常の事業の実施地域以外の場合、運営規程の定

めに基づき、交通費の実費を請求いたします。 

公共交通機関等を利用した場合は、その実費を利用者及び障害児の保護

者から徴収するものとする。なお、この場合、事業者の自動車を使用し

たときは、次の額を徴収するものとする。 

（１）事業所から片道１０キロメートル未満  ５００円 

（２）事業所から片道１０キロメートル以上  １０００円 

②キャンセル料 

サービスの利用をキャンセルする場合、キャンセルの連絡をいただいた

時間に応じて、下記によりキャンセル料を請求させていただきます。 

前日 12 時までのご連絡の場合 キャンセル料は不要です 

前日 12 時までにご連絡をいただけ

なかった場合 

2,000 円 

※ただし、利用者の病状の急変や急な入院等の場合には、キャンセル料は請求いたしま

せん。 

③サービス提供にあたり必要となる利用者   

の居宅で使用する電気、ガス、水道の費用 

④通院等介助等におけるヘルパーの公共交通機関

等の交通費 

利用者（お客様）の別途負担 

となります。 

５ 利用者負担額及びその他の費用の支払い方法について 

利用者負担額そ

の他の費用の支

払い方法につい

て 

 利用者負担額及びその他の費用について、サービスを利用した月の翌

月１５日までに利用月分の請求書をお届けします。サービス提供の記録

と内容を照合のうえ、請求月の２７日までに、下記のいずれかの方法に

よりお支払い下さい。 

(ア)現金支払い 

(イ)利用者指定口座からの自動振替 

(ウ)事業者指定口座への振り込み 

お支払いを確認しましたら、必ず領収書をお渡ししますので、保管をお

願いします。 

また、介護給付費等について市町村より給付を受けた場合は、受領通知

をお渡ししますので、必ず保管をお願いします。 

※ 利用料、その他の費用の支払いについて、支払い能力があるにもかかわらず支払い期

日から３月以上遅延し、故意に支払いの督促から 14 日以内にお支払がない場合には、契

約を解約した上で、未払い分をお支払いただくことがあります。 

  

６ 担当ヘルパーの変更を希望される場合の相談窓口について 

利用者のご事情により、担当

ヘルパーの変更を希望され

る場合は、右のご相談担当者

までご相談ください。 

ア 相談担当者氏名    安田 恵子 

イ 連絡先電話番号    06-4862-8678 

   同 ﾌｧｯｸｽ番号    06-4862-8677 

ウ 受付日および受付時間 月～金 9:00～18:00 

※ 担当ヘルパーの変更に関しては利用者等の希望を尊重して調整を行いますが、当事業
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所の人員体制などにより、ご希望にそえない場合もありますことを予めご了承ください。 

 

７ サービスの提供にあたっての留意事項 

 (1) 市町村の支給決定内容等の確認 

サービスの提供に先立って、受給者証に記載された支給量・支給内容・利用者負担

上限月額を確認させていただきます。受給者証の住所、支給量などに変更があった場

合は速やかに事業者にお知らせください。 
 

(2) 居宅介護計画の作成 

確認した支給決定内容に沿って、利用者及び家族の意向に配慮しながら｢居宅介護計

画｣を作成します。作成した「居宅介護計画」については、案の段階で利用者又は家族

に内容を説明し、利用者の同意を得た上で成案としますので、ご確認いただくようお

願いします。 

サービスの提供は「居宅介護計画｣にもとづいて行ないます。実施に関する指示や命

令はすべて事業者が行ないますが、実際の提供にあたっては、利用者等の訪問時の状

況や意向に充分な配慮を行ないます。 
 
 (3) 居宅介護計画の変更等 

「居宅介護計画」は、利用者等の心身の状況や意向などの変化により、必要に応じ

て変更することができます。 

   また、サービス利用の変更・追加は、ヘルパーの稼働状況により利用者が希望する

時間にサービスの提供ができないことがあります。その場合は、他の利用可能日時を

利用者に提示するほか、他事業所を紹介するなど必要な調整をいたします。 
 
 (4) 担当ヘルパーの決定等 

   サービス提供時に、担当のヘルパーを決定します。ただし、実際のサービス提供に

あたっては、複数のヘルパーが交替してサービスを提供します。担当のヘルパーや訪

問するヘルパーが交代する場合は、あらかじめ利用者に説明するとともに、利用者及

びその家族等に対してサービス利用上の不利益が生じないよう十分に配慮します。 

   利用者から特定のヘルパーを指名することはできませんが、ヘルパーについてお気

づきの点やご要望がありましたら、お客様相談窓口等にご遠慮なく相談ください。 
 
 (5) サービス実施のために必要な備品等の使用 

   サービス実施のために必要な備品等(水道、ガス、電気を含む)は無償で使用させて

いただきます。また、ヘルパーが事業所に連絡する場合の電話を使用させていただく

場合があります。 
 
８ 虐待の防止について 

  事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、「障害者（児）施設におけ

る虐待の防止について」（平成 17 年 10 月 20 日障発第 1020001 号厚生労働省社会援護局

障害保健福祉部長通知）に準じた取扱いをするとともに、下記の対策を講じます。 

① 虐待防止に関する責任者を選定しています。 

 虐待防止に関する責任者 管理者 安田 恵子 

② 成年後見制度の利用を支援します。 

③ 苦情解決体制を整備しています。 

④ 従業者に対する虐待防止を啓発･普及するための研修を実施しています。 

⑤ 虐待の防止のための対策を検討する委員会の設置等を実施しています。 
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９ 秘密の保持と個人情報の保護について 

①利用者及びそ

の家族に関す

る秘密の保持

について 

 

 事業者は、利用者の個人情報について「個人情報の保護に関する法律」及

び厚生労働省が策定した「福祉事業者における個人情報の適切な取り扱いの

ためのガイドライン」を遵守し、適切な取り扱いに努めるものとします。 

○ 事業者及び事業者の使用する者（以下「従業者」という。）は、サービス提

供をする上で知り得た利用者及びその家族の秘密を正当な理由なく、第三者

に漏らしません。 

○ また、この秘密を保持する義務は、サービス提供契約が終了した後におい

ても継続します。 

○ 事業者は、従業者に業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させ

るため、従業者である期間及び従業者でなくなった後においても、その秘密

を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容とします。 

②個人情報の保

護について 

○ 事業者は、利用者からあらかじめ文書で同意を得ない限り、サービス担当

者会議等で使用する等、他の障がい福祉サービス事業者等に、利用者の個人

情報を提供しません。また利用者の家族の個人情報についても、当該利用者

の家族からあらかじめ文書で同意を得ない限り、サービス担当者会議で使用

する等、他の福祉サービス事業者等に利用者の家族の個人情報を提供しませ

ん。 

○ 事業者は、利用者及びその家族に関する個人情報が含まれる記録物（紙に

よるものの他、電磁的記録を含む。）については、善良な管理者の注意をも

って管理し、また処分の際にも第三者への漏洩を防止するものとします。 

○ 事業者が管理する情報については、利用者の求めに応じてその内容を開示

することとし、開示の結果、情報の訂正、追加または削除を求められた場合

は、遅滞なく調査を行い、利用目的の達成に必要な範囲内で訂正等を行うも

のとします。(開示に際して複写料などが必要な場合は利用者の負担となり

ます。) 
 
10 緊急時の対応方法について 

① サービス提供中に、利用者に病状の急変が生じた場合その他必要な場合は、速やか

に主治の医師への連絡を行う等の必要な措置を講じるとともに、利用者が予め指定す

る連絡先にも連絡します。 

 ② 上記以外の緊急時において、利用者に病状の急変が生じた場合その他必要な場合に、

下記の対応可能時間に連絡を受けた際は、利用者の状態に応じて、必要な対応を行い

ます。 

  連絡先：電話番号           (対応可能時間            ) 
 
11 事故発生時の対応方法について 

利用者に対する居宅介護の提供により事故が発生した場合は、都道府県、市町村、利

用者の家族等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。 

また、利用者に対する居宅介護の提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害

賠償を速やかに行います。 

市
町
村 

市 町 村 名 大阪市 

担 当 部 ・ 課 名 大阪市役所障がい者施策部障がい支援課 

電 話 番 号 06-6208-7986 

本事業者は、下記の損害賠償保険に加入しています。 

保険会社名 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

保険名   介護保険・社会福祉事業者総合保険 
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12 身分証携行義務 

居宅介護従業者は、常に身分証を携行し、初回訪問時及び利用者または利用者の家族

から提示を求められた時は、いつでも身分証を提示します。 

   
 
13 心身の状況の把握 

指定居宅介護の提供に当たっては、利用者の心身の状況、その置かれている環境、他

の保健医療サービス又は福祉サービスの利用状況等の把握に努めるものとします。 

 

14 連絡調整に対する協力 

  居宅介護事業者は、指定居宅介護の利用について市町村又は相談支援事業を行うもの

が行う連絡調整にできる限り協力します。 

 
 
15 他の指定障がい福祉サービス事業者等との連携 

指定居宅介護の提供に当り、市町村、他の指定障がい福祉サービス事業者及び保健医

療サービスまたは福祉サービスの提供者と密接な連携に努めます。 

 
 
16 サービス提供の記録 

① 指定居宅介護の実施ごとに、そのサービスの提供日、内容、実績時間数及び利用者負

担額等を、サービス提供の終了時に利用者の確認を受けることとします。また利用者

の確認を受けた後は、その控えを利用者に交付します。 

② 指定居宅介護の実施ごとに、サービス提供実績記録票に記録を行い、利用者の確認を

受けます。 

③ これらの記録はサービス完結の日から５年間保存し、利用者は、事業者に対して保存

されるサービス提供記録の閲覧及び複写物の交付を請求することができます。 

（複写等にかかる費用は実費を負担いただきます。） 
 

 
17 指定居宅介護サービス内容の見積もりについて 

契約に際して、利用者のサービス内容に応じた見積もり(契約書別紙)を作成します。 

 
 
18 苦情解決の体制及び手順 

(ア) 提供した指定居宅介護に係る利用者及びその家族からの相談及び苦情を受け付

けるための窓口を設置します。（下表に記す【事業者の窓口】のとおり） 

(イ) 相談及び苦情に円滑かつ適切に対応するための体制及び手順は以下のとおりとし

ます。 

（ウ） 苦情又は相談があった場合は、利用者の状況を詳細に把握するため必要に応じ訪問 

を実施し、状況の聞き取りや事情の確認を行う。 

管理者は訪問介護員に事実関係の確認を行う。 

相談担当者は、把握した状況をスタッフとともに検討及び検証を行い、時下の対応を

決定する。 

対応内容に基づき、必要に応じて関係者への連絡調整を行うとともに、利用者へ必ず

対応方法を含めた結果報告を行う。 
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19 利用者の意見を把握する体制、第三者による評価の実施状況等 

（ア） 利用者アンケート調査、意見箱等利用者の意見等を把握する取組の状況（有・無） 

（イ） 第三者のよる評価の実施状況（有・無） 

 

【事業所相談窓口】 

あしすと井高野昭和介護センター 

所 在 地 大阪市東淀川区井高野１丁目１番３８号 

貝田・井高野ビル 202 

電話番号 06-4862-8678 

ﾌｧｯｸｽ番号 06-4862-8677 

受付時間 月～金曜日（祝日含む）9:00～18:00 

【市町村（保険者）の窓口】 

東淀川区役所 

保健福祉課 介護グループ 

所 在 地 大阪市東淀川区豊新 2丁目 1番 4 号 

電話番号 06-4809-9859 

受付時間 9:00～17:30 

【公的団体の窓口】 

 大阪府社会福祉協議会 

運営適正化委員会 

「福祉サービス苦情解決委員会」 

 

所 在 地 大阪市中央区谷町 7-4-15 

     大阪府社会福祉会館 2階 

電話番号 06-6191-3130 

ﾌｧｯｸｽ番号 06-6191-5660 

受付時間 月～金曜日（祝日を除く） 

     午前 10 時～午後 4 時 
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20 サービス提供開始可能年月日 

サービス提供開始が可能な年月日      年   月    日 
 
21 重要事項説明の年月日 

この重要事項説明書の説明年月日 年   月    日 

上記内容について、「障害者自立支援法に基づく指定障害福祉サービスの事業等の人員、

設備及び運営に関する基準（平成 18 年厚生労働省令第 171 号平成 18 年 9 月 29 日）」第

9 条の規定に基づき、利用者に説明を行いました。 

事

業

者 

所 在 地 大阪府大阪市浪速区難波中一丁目１２番５号 

法 人 名 株式会社クオリス 

代 表 者 名 代表取締役 雨田 武史               

事 業 所 名 あしすと井高野昭和介護センター 

説明者氏名                            

上記内容の説明を事業者から確かに受けました。 

利 用 者 

住 所 
 

氏 名                 

 

（住所）                     号    

        上記署名は （氏名）                  が代行しました。 

代 理 人 

住 所 
 

氏 名                           
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(2)事業の目的および運営方針 
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ち か づ け る

ため、指定
し て い

居宅
きょたく

介護
か い ご

等
など

の提供
ていきょう

を確保
か く ほ

する。 

運 営 方 針 

利用者
り よ うし ゃ

等
など

が居宅
きょたく

において自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

ことが

できるよう、当該
とうがい

利用者
り よ うし ゃ

等
など

の身体
しんたい

その他
そ の た

の状 況
じょうきょう

及び
お よ び

その置かれて
お か れ て

いる

環境
かんきょう

に応じて
お う じ て

、入浴
にゅうよく

、排せつ
は い せ つ

及び
お よ び

食事
しょくじ

等
など

の介護
か い ご

、調理
ちょうり

、洗濯
せんたく

及び
お よ び

掃除
そ う じ

等
など

の家事
か じ

、外出
がいしゅつ

時
じ

における移動中
いどうちゅう

の介護
か い ご

並び
な ら び

に生活
せいかつ

等
とう

に関する
か ん す る

相談
そうだん

及び
お よ び

助言
じょげん

その他
そ の た

の生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を適切
てきせつ

かつ効果的
こ う かて き

に行う
おこなう

もの

とする。 

(3)事業所
じぎょうしょ

窓口
まどぐち

の営業
えいぎょう

日
び

及び
お よ び

営業
えいぎょう

時間
じ か ん

 

営 業
え い ぎ ょ う

日
び

 

月曜日
げつようび

～金曜日
きんようび

（以外
い が い

でも、サービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

を行う
おこなう

場合
ば あ い

がありま

す。） 

ただし、８月
８ が つ

１３日
１ ３ に ち

から８月
８ が つ

１５日
１ ５ に ち

まで及び
お よ び

１２月
１ ２ が つ

３０日
３ ０ に ち

から１月
１ が つ

３日
３ に ち

を除く
の ぞ く

。 

営 業
え い ぎ ょ う

時 間
じ か ん

 ９：００～１８：００ 

(4)サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

可能
か の う

な日
ひ

と時間帯
じかんたい

 

サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

日
び

 年中
ねんじゅう

無休
むきゅう

 

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

時間
じ か ん

 ７：００～２２：００ 
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(5)事業所の職員体制 

事業所
じぎょうしょ

の管理者
かんりしゃ

 管理者兼
かんりしゃけん

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

責任者
せきにんしゃ

  安田
や す だ

 恵子
け い こ

 

 

職
種

し
勅
く
し
勄 

職
しょく

 務
つとむ

 内
ない

 容
かたち

 人
じん

員数
いんかず

 

管

理

者

か

ん

り

し

勃 

１ 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

及び
お よ び

業務
ぎょうむ

の管理
か ん り

を、一元的
いちげんてき

に行います
お こ な い ま す

。 

２ 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に、法令
ほうれい

等
とう

の規定
き て い

を遵 守
じゅんしゅ

させるため必要
ひつよう

な指揮
し き

命令
めいれい

を

行います。 

常
じょう

 勤
きん

 

 １人
１ に ん

 

サ
勖
ビ
ス

さ

勖

び

す

提

供

て
い
き
勅
う

責
任
者

せ
き
に
ん
し
勃 

１ 利用者
りようしゃ

が居宅
きょたく

において自立
じ り つ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営む
いとなむ

こ

とができるよう、利用者
りようしゃ

の身体
しんたい

その他
そ の た

の状 況
じょうきょう

及び
お よ び

その置かれて
お か れ て

いる環境に応じて
お う じ て

、 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

が適切
てきせつ

に行われる
お こ な わ れ る

よう

アセスメント
あ せ す め ん と

を実施
じ っ し

し、援助
えんじょ

の目標
もくひょう

を達成
たっせい

するための手順
てじゅん

と所要
しょよう

時間
じ か ん

を明確
めいかく

にした手順書
てじゅんしょ

を作成
さくせい

します。 

２ 利用者
りようしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

の状 況
じょうきょう

及び
お よ び

希望
き ぼ う

等
など

を踏まえて
ふ ま え て

、具体的
ぐたいてき

なサービス
さ ー び す

の内容
ないよう

等
とう

を記載
き さ い

した重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

を作成
さくせい

します。 

３ 利用者
りようしゃ

及び
お よ び

その同居
どうきょ

の家族
か ぞ く

に重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

の内容
ないよう

を説明
せつめい

し、

同意
ど う い

を得て
え て

交付
こ う ふ

します。 

４ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

の実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

の把握
は あ く

を行ない
お こ な い

、必要
ひつよう

に応じて
お う じ て

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

の変更
へんこう

を行います
お こ な い ま す

。 

５ 指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

に対する
た い す る

指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の利用
り よ う

の

申込み
もうしこみ

に係る
か か る

調整
ちょうせい

を行います
お こ な い ま す

。 

６ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

（以下
い か

ヘルパー
へ る ぱ ー

という）等
など

に対する
た い す る

技術
ぎじゅつ

指導
し ど う

等
とう

のサービス
さ ー び す

の内容
ないよう

の管理
か ん り

を行います
お こ な い ま す

。 

７ ヘルパー
へ る ぱ ー

に対して
た い し て

、具体的
ぐたいてき

な援助
えんじょ

目標
もくひょう

及び
お よ び

援助
えんじょ

内容
ないよう

を指示
し じ

する

とともに、利用者
りようしゃ

の状 況
じょうきょう

についての情 報
じょうほう

を伝達
でんたつ

します。 

３名
めい

 

｛常勤
じょうきん

２名
めい

 

（ う ち １名
１ め い

は 管理者
か ん りし ゃ

兼務
け ん む

） 

非常勤
ひじょうきん

１名
めい

｝ 

ヘ
ル
パ
勖 

１ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

に基づき
も と づ き

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

サービス
さ ー び す

を提 供
ていきょう

しま

す。 

２ サービス
さ ー び す

提供後
ていきょうご

、サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

日
び

、内容
ないよう

、利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の状

況等について、サービス提供責任者に報告を行います。 

 

非常勤
ひじょうきん

 

20名
めい

 

事務
じ む

職員
しょくいん

介護
か い ご

給付費
きゅうふひ

等
など

の請求
せいきゅう

事務
じ む

及び
お よ び

通信
つうしん

連絡
れんらく

事務
じ む

等
とう

を行います
お こ な い ま す

。 

1 名 
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３ 提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

の内容
ないよう

と料金
りょうきん

および利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

について 

(1) 提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

の内容
ないよう

について 

サービス
さ ー び す

区分
く ぶ ん

と種類
しゅるい

       サ
さ

 ー ビ
び

 ス
す

 の 内
ない

 容
かたち

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

の作成
さくせい

 

利用者
りようしゃ

の意向
い こ う

や心身
しんしん

の状 況
じょうきょう

等
とう

のアセスメント
あ せ す め ん と

を行い
おこない

、援助
えんじょ

の目標
もくひょう

に応じて
お う じ て

具体的
ぐたいてき

なサービス
さ ー び す

内容
ないよう

を定めた
さ だ め た

手順書
てじゅんしょ

を

作成
さくせい

し、この手順書
てじゅんしょ

をもとに重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

を作成
さくせい

しま

す。 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

 

入浴
にゅうよく

、排せつ
は い せ つ

及び
お よ び

食事
しょくじ

等
など

の介護
か い ご

、調理
ちょうり

、洗濯
せんたく

及び
お よ び

掃除
そ う じ

等
など

の

家事
か じ

、外出
がいしゅつ

時
じ

における移動中
いどうちゅう

の介護
か い ご

並び
な ら び

に生活
せいかつ

等
とう

に関する
か ん す る

相談
そうだん

及び
お よ び

助言
じょげん

その他
そ の た

の生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を適切
てきせつ

かつ

効果的
こうかてき

に行います
お こ な い ま す

。 
 

(2) ヘルパー
へ る ぱ ー

の禁止
き ん し

行為
こ う い

 

 ヘルパー
へ る ぱ ー

はサービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

にあたって次
つぎ

の行為
こ う い

は行いません
お こ な い ま せ ん

。 

 ①
１

医
い

行為
こ う い

 

 ②
２

利用者
りようしゃ

又
また

は家族
か ぞ く

の金銭
きんせん

、預貯金
よちょきん

通 帳
つうちょう

、証書
しょうしょ

、書類
しょるい

などの預かり
あ ず か り

 

 ③
３

利用者
りようしゃ

又
また

は家族
か ぞ く

からの金銭
きんせん

、物品
ぶっぴん

、飲食
いんしょく

の授受
じゅじゅ

 

 ④
４

利用者
りようしゃ

の同居
どうきょ

家族
か ぞ く

に対する
た い す る

サービス
さ ー び す

 

 ⑤
５

利用者
りようしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

の範囲
は ん い

を超えた
こ え た

サービス
さ ー び す

（大掃除
おおそうじ

、庭
にわ

掃除
そ う じ

など） 

 ⑥
６

利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

での飲酒
いんしゅ

、喫煙
きつえん

、飲 食
いんしょく

 

 ⑦
７

身体
しんたい

拘束
こうそく

その他
そ の た

利用者
りようしゃ

の行動
こうどう

を制限
せいげん

する行為
こ う い

 

 （利用者
りようしゃ

又
また

は第三者
だいさんしゃ

等
など

の生命
せいめい

や身体
しんたい

を保護
ほ ご

するため緊急
きんきゅう

やむを得ない
や む を え な い

場合
ば あ い

を除く
の ぞ く

） 

⑧その他
そ の た

利用者
りようしゃ

又
また

は家族
か ぞ く

等
など

に対して
た い し て

行なう
お こ な う

宗 教
しゅうきょう

活動
かつどう

、政治
せ い じ

活動
かつどう

、営利
え い り

活動
かつどう

、その他
そ の た

迷惑
めいわく

行為
こ う い

 

(3
３

)提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

の料金
りょうきん

とその利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

について 

提供
ていきょう

するサービス
さ ー び す

について、厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

の告示
こ く じ

の単価
た ん か

による利用料
りようりょう

が発生
はっせい

します。

利用者
りようしゃ

の方
かた

には、所得
しょとく

区分
く ぶ ん

ごとの負担
ふ た ん

上限
じょうげん

額
がく

に応じて
お う じ て

、原則
げんそく

として利用料
りようりょう

の1
１

割
わり

を利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

として負担
ふ た ん

していただくことになります。 

＊世帯
せ た い

の所得
しょとく

に応じて
お う じ て

４区分
４ く ぶ ん

の月額
げつがく

負担
ふ た ん

上限
じょうげん

額
がく

が設定
せってい

され、ひと月
ひ と つ き

に利用
り よ う

した

サービス量
さ ー び す り ょ う

にかかわらず、それ以上
いじょう

の負担
ふ た ん

は生じません
し ょ う じ ま せ ん

。 
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世帯
せ た い

  要件
ようけん

  所得
しょとく

区分
く ぶ ん

  

負担
ふ た ん

上 限
じょうげん

月額
げつがく

  

福祉
ふ く し

部分
ぶ ぶ ん

  医療
いりょう

部分
ぶ ぶ ん

  

生活
せいかつ

保護
ほ ご

等
とう

受給
じゅきゅう

世帯
せ た い

  

利用者
りようしゃ

が生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

を受 給
じゅきゅう

若しく
も し く

は中国
ちゅうごく

残留
ざんりゅう

邦人
ほうじん

支援法
しえんほう

に基づく
も と づ く

支援
し え ん

給付
きゅうふ

金
きん

を受 給
じゅきゅう

している場合
ば あ い

、または受 給
じゅきゅう

する世帯
せ た い

の世帯員
せたいいん

である場合
ば あ い

  

生活
せいかつ

保護
ほ ご

  0
０

円
えん

  0
０

円
えん

  

市民税
しみんぜい

 

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せ た い

 

利用者
りようしゃ

の収 入
しゅうにゅう

が年間
ねんかん

80
８０

万円
まんえん

までの場合
ば あ い

  低所得
ていしょとく

1
１

  0
０

円
えん

  15
１５

，000円
，０００えん

 

利用者
りようしゃ

の収 入
しゅうにゅう

が年間
ねんかん

80
８０

万円
まんえん

を超える
こ え る

場合
ば あ い

  低所得
ていしょとく

2
２

  0
０

円
えん

  24
２４

，600円
，６００えん

 

市民税
しみんぜい

 

課税
か ぜ い

世帯
せ た い

  

在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

する方
かた

であり、利用者
りようしゃ

が障害児
しょうがいじ

の

保護者
ほ ご し ゃ

であり、世帯
せ た い

の市民税
しみんぜい

所得
しょとく

額
がく

の合計
ごうけい

額
がく

が28
２８

万円
まんえん

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

  

一般
いっぱん

1
１

  4
４

,600
６００

円
えん

  4
４

,600
６００

円
えん

  

在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

する方
かた

であり、利用者
りようしゃ

が障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

であり、世帯
せ た い

の市民税
しみんぜい

所得
しょとく

額
がく

の合計
ごうけい

額
がく

が

16
１６

万円
まんえん

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

  

一般
いっぱん

1
１

  

9
９

,300
３００

円
えん

 

40
４０

，200円
，２００えん

 20
２０

歳
さい

未満
み ま ん

の施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

（療 養
りょうよう

介護
か い ご

の利用者
りようしゃ

を含む
ふ く む

。）に該当
がいとう

し、世帯
せ た い

の市民税
しみんぜい

所得
しょとく

額
がく

の

合計
ごうけい

額
がく

が28
２８

万円
まんえん

未満の場合  

一般
いっぱん

1
１

  

利用者
りようしゃ

が一般
いっぱん

1
１

のいずれにも該当
がいとう

しない場合
ば あ い

  一般
いっぱん

2
２

  37
３７

,200
２００

円
えん
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利用料金の目安は、次表のとおりです。 

 

 

※上記
じょうき

金額
きんがく

は説明用
せつめいよう

に算出
さんしゅつ

したものであり、算定
さんてい

時間帯
じかんたい

をまたいだ提 供
ていきょう

となった場合
ば あ い

、

実際
じっさい

の金額
きんがく

と誤差
ご さ

が生じる
しょうじる

場合
ば あ い

がございますので、ご了承
ごりょうしょう

ください。 

 

※ 重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

等
など

包括
ほうかつ

支援
し え ん

の対象
たいしょう

となる心身
しんしん

の状態
じょうたい

にあれば、上記
じょうき

単価
た ん か

に100
１００

分
ぶん

の15
１５

、

障
しょう

がい程度
て い ど

区分
く ぶ ん

6
６

に該当
がいとう

されれば、100
１００

分
ぶん

の8
８

.5
５

が加算
か さ ん

されます。 

 

※  サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

時
じ

間数
かんすう

は、実際
じっさい

にサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

に要した
よ う し た

時間
じ か ん

ではなく、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

に位置づけた
い ち づ け た

時間数
じかんすう

によるものとします。なお、計画
けいかく

時
じ

間数
かんすう

と実際
じっさい

にサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

に要した
よ う し た

時間
じ か ん

が大幅
おおはば

に異なる
こ と な る

場合
ば あ い

は、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

の見直し
み な お し

を行ないます
お こ な い ま す

。 

※  サービス
ー び す

提供
ていきょう

を行う
おこなう

手順書
てじゅんしょ

等
など

により、市町村
しちょうそん

が２人
２ に ん

派遣
は け ん

を認めた
み と め た

場合
ば あ い

は、利用者
りようしゃ

の

同意
ど う い

のもとヘルパー
へ る ぱ ー

２人
２ に ん

を同時
ど う じ

派遣
は け ん

しますが、その場合
ば あ い

の費用
ひ よ う

は２人分
２にんぶん

となり、利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

も２倍
２ ば い

になります。 

※  利用者
りようしゃ

の体調
たいちょう

等
など

の理由
り ゆ う

で重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

に予定
よ て い

されていたサービス
さ ー び す

が実施
じ っ し

でき

ない場合
ば あ い

、利用者
りようしゃ

の同意
ど う い

を得て
え て

サービス
さ ー び す

内容
ないよう

を変更
へんこう

することができます。この場合
ば あ い

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は変更後
へんこうご

のサービス
さ ー び す

内容
ないよう

と時間
じ か ん

により利用
り よ う

料 金
りょうきん

を請求
せいきゅう

いたします。 

1 時間未満 
1 時間以上 

1 時間 30分未満 

1 時間 30分以上 

2 時間未満 

2 時間以上 

2 時間 30分未満 

利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 利 用料 利用者負担額 

2,038 円 204 円 3,035 円 304 円 4,044 円 405 円 5,052 円 506 円 

2 時間 30 分以上 

3 時間未満 

3 時間以上 

3 時間 30分未満 

3 時間 30分以上 

4 時間未満 

 利 用料 利用者負担額 利 用料 利 用料 利 用料 利用者負担額 

6,060 円 606 円 7,058 円 706 円 8,066 円 807 円 

4 時間以上 8時間未満 8 時間以上 12 時間未満 

利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 

8,998 円（4 時間まで）に 

30 分増すごとに 

＋931 円 

900 円に 

30 分増すごとに 

＋94円 

16,494 円（8 時間まで）

に 30 分増すごとに 

＋931 円 

1,650 円に 

30 分増すごとに 

＋94円 

12 時間以上 16時間未満 16 時間以上 20時間未満 

利 用 料 利用者負担額 利 用 料 利用者負担額 
23,936 円（12 時間まで）

に 30 分増すごとに 

＋887 円 

2,394 円に 

30 分増すごとに 

＋89円 

31,060 円（16 時間まで）

に 30 分増すごとに 

＋942 円 

3,106 円に 

30 分増すごとに 

＋95円 

20 時間以上 24時間未満 
 

利 用 料 利用者負担額 
38,579 円（12 時間まで）

に 30 分増すごとに 

＋876 円 

3,858 円に 

30 分増すごとに 

＋88円 
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※  介護
か い ご

給付費
きゅうふひ

等
など

について事
じ

業者
ぎょうしゃ

が代理
だ い り

受領
じゅりょう

を行わない
お こ な わ な い

(利用者
りようしゃ

が償 還
しょうかん

払い
ば ら い

を希望
き ぼ う

す

る)場合
ば あ い

は、介護
か い ご

給付費
きゅうふひ

等
など

の全額
ぜんがく

をいったんお支払
おしはらい

いただきます。この場合
ば あ い

、「サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

証明書
しょうめいしょ

」を交付
こ う ふ

しますので、｢
「

領 収 書
りょうしゅうしょ

｣
」

を添えて
そ え て

お住まい
お す ま い

の市町村
しちょうそん

に介護
か い ご

給付費
きゅうふひ

等
など

の支給
しきゅう

（利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

を除く
の ぞ く

）を申請
しんせい

してください。 

【
（

加算
か さ ん

項目
こうもく

】
）

 

①
１

 サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

の時間帯
じかんたい

により下表
かひょう

のとおり料金
りょうきん

が加算
か さ ん

されます。(円
えん

未満
み ま ん

の端数
は す う

は

四捨五入
ししゃごにゅう

) 

提供
ていきょう

時間帯名
じかんたいめい

 早
そう

 朝
ちょう

 昼
ひる

 間
ま

 夜
や

 間
かん

 深
しん

 夜
や

 

時
とき

 間
あいだ

 帯
たい

 
午前
ご ぜ ん

6
６

時
じ

から 

午前
ご ぜ ん

8
８

時
じ

まで 

午前
ご ぜ ん

8
８

時
じ

から 

午後
ご ご

6
６

時
じ

まで 

午後
ご ご

6
６

時
じ

から 

午後
ご ご

10
１０

時
じ

まで 

午後
ご ご

10
１０

時
じ

から

午前
ご ぜ ん

6
６

時
じ

まで 

加算
か さ ん

割合
わりあい

 100
１００

分
ぶん

の25
２５

  100
１００

分
ぶん

の25
２５

 100
１００

分
ぶん

の50
５０

 

 

② 事業所
じぎょうしょ

のとっている体制
たいせい

又
また

は、対応
たいおう

の内容
ないよう

等
とう

により、下表
かひょう

のとおり料 金
りょうきん

が加算
か さ ん

されま

す。(円
えん

未満
み ま ん

の端数
は す う

は四捨五入
ししゃごにゅう

) 
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加算
か さ ん

項目
こうもく

 利用料
りようりょう

 
利用者
りようしゃ

 

負担
ふ た ん

額
がく

 
算定
さんてい

回数
かいすう

等
など

 

福祉
ふ く し

・介護
か い ご

職員
しょくいん

等
とう

 

処遇
しょぐう

改善
かいぜん

加算
か さ ん

(Ⅱ
２

ロ
ろ

) 

所定
しょてい

単位数
たんいすう

の

367/1000 
左記
さ き

の１割
１ わ り

 
基本
き ほ ん

サービス費
さ ー び す ひ

に各種
かくしゅ

加算
か さ ん

減算
げんさん

を

加えた
く わ え た

総単位数
そうたんいすう

(所定
しょてい

単位数
たんいすう

） 

緊 急
きんきゅう

時
じ

対 応
た い お う

加 算
か さ ん

  1,096 円  110 円 

身体
しんたい

介護
か い ご

又
また

は通院
つういん

等
など

介助
かいじょ

(身体
しんたい

介護
か い ご

を

伴う
ともなう

場合
ば あ い

)に限る
か ぎ る

。 

１回
１ か い

の要請
ようせい

につき１回
１ か い

、利用者
りようしゃ

１人
１ に ん

に

対し
た い し

１月
１ が つ

に２回
２ か い

を限度
げ ん ど

とする 

初 回
し ょ か い

加 算
か さ ん

  2,192 円  220 円 初回
しょかい

月
つき

、１回
１ か い

のみ 

移動
い ど う

介護
か い ご

加算
か さ ん

 

 1,096 円  110 円 外 出
がいしゅつ

時間
じ か ん

が1
１

時間
じ か ん

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

 

 1,370 円  137 円 
外 出
がいしゅつ

時間
じ か ん

が1
１

時間
じ か ん

以上
いじょう

 

1
１

時間
じ か ん

30
３０

分
ふん

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

 

 1,644 円  165 円 
外 出
がいしゅつ

時間
じ か ん

が1
１

時間
じ か ん

30
３０

分
ふん

以上
いじょう

 

2
２

時間
じ か ん

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

 

 1,918 円  192 円 
外 出
がいしゅつ

時間
じ か ん

が2
２

時間
じ か ん

以上
いじょう

 

2
２

時間
じ か ん

30
３０

分
ふん

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

 

 2,192 円  220 円 
外 出
がいしゅつ

時間
じ か ん

が2
２

時間
じ か ん

30
３０

分
ふん

以上
いじょう

 

3
３

時間
じ か ん

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

 

 2,740 円  274 円 外 出
がいしゅつ

時間
じ か ん

が3
３

時間
じ か ん

以上
いじょう

の場合
ば あ い

 

※ 緊急
きんきゅう

時
じ

対応
たいおう

加算
か さ ん

は、利用者
りようしゃ

やその家族
か ぞ く

等
など

からの要請
ようせい

を受けて
う け て

、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

責任者
せきにんしゃ

が

居宅
きょたく

介護
か い ご

計画
けいかく

の変更
へんこう

を行い
おこない

、ヘルパー
へ る ぱ ー

が居宅
きょたく

介護
か い ご

計画
けいかく

において計画的
けいかくてき

に訪問
ほうもん

することと

なっていないサービス
さ ー び す

を緊急
きんきゅう

に行った
おこなった

場合
ば あ い

に加算
か さ ん

します(対 象
たいしょう

となるサービス
さ ー び す

は、身体
しんたい

介護
か い ご

及び
お よ び

通院
つういん

等
など

介助
かいじょ

(身体
しんたい

介護
か い ご

を伴う
ともなう

場合
ば あ い

)に限ります
か ぎ り ま す

)。 

※ 初回
しょかい

加算
か さ ん

は、新規
し ん き

に居宅
きょたく

介護
か い ご

計画
けいかく

を作成
さくせい

した利用者
りようしゃ

に対して
た い し て

、初回
しょかい

のサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

と

同月内
どうげつない

に、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

責任者
せきにんしゃ

が、自ら
みずから

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

を行う
おこなう

場合
ば あ い

又
また

は他
た

のヘルパー
へ る ぱ ー

が

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

を行う
おこなう

際
さい

に同行
どうこう

した場合
ば あ い

に加算
か さ ん

します。 

※ 特別
とくべつ

地域
ち い き

加算
か さ ん

は、厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定める
さ だ め る

地域
ち い き

に居住
きょじゅう

している利用者
りようしゃ

に対して
た い し て

、

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

を行った
おこなった

場合
ば あ い

に加算
か さ ん

します。 

  なお、本加算
ほんかさん

を算定
さんてい

する場合
ば あ い

は、通常
つうじょう

の事業
じぎょう

の実施
じ っ し

地域
ち い き

を越えて
こ え て

サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を

行った
おこなった

際
さい

にいただくことになっている交通費
こうつうひ

は徴 収
ちょうしゅう

しません。 

  お住まい
お す ま い

の場所
ば し ょ

が、対象
たいしょう

地域
ち い き

に当たる
あ た る

かどうかは、受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

されています。 
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③ 利用者
りようしゃ

の依頼
い ら い

により、利用者
りようしゃ

の負担
ふ た ん

上限
じょうげん

月額
げつがく

を超えて
こ え て

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

を

徴 収
ちょうしゅう

しないよう、利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

の 徴 収
ちょうしゅう

方法
ほうほう

の管理
か ん り

を行った
おこなった

場合
ば あ い

は、以下
い か

の料 金
りょうきん

が

加算
か さ ん

されます。 

内
ない

   容
かたち

 利用料
りようりょう

 利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

  

利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

上限
じょうげん

額
がく

管理
か ん り

加算
か さ ん

 
 1,644 円   165 円 

1 月あたり 

 

４ その他の費用について 

① 交通費
こうつうひ

 

利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

が、通常
つうじょう

の事業
じぎょう

の実施
じ っ し

地域
ち い き

以外
い が い

の場合
ば あ い

、運営
うんえい

規程
き て い

の

定め
さ だ め

に基づき
も と づ き

、交通費
こうつうひ

の実費
じ っ ぴ

を請求
せいきゅう

いたします。 

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

等
とう

を利用
り よ う

した場合
ば あ い

は、その実費
じ っ ぴ

を利用者
りようしゃ

及び
お よ び

障害児
しょうがいじ

の保護者
ほ ご し ゃ

から徴 収
ちょうしゅう

するものとする。なお、この場合
ば あ い

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の

自動車
じどうしゃ

を使用
し よ う

したときは、次
つぎ

の額
がく

を徴 収
ちょうしゅう

するものとする。 

（１）事業所
じぎょうしょ

から片道
かたみち

１０キロメートル
１ ０ き ろ め ー と る

未満
み ま ん

  ５００円
５ ０ ０ え ん

 

（２）事業所
じぎょうしょ

から片道
かたみち

１０キロメートル
１ ０ き ろ め ー と る

以上
いじょう

  １０００円
１ ０ ０ ０ え ん

 

②キャンセル料
き ゃ ん せ る り ょ う

 

①
１

 交通費
こうつうひ

 

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

をキャンセル
き ゃ ん せ る

する場合
ば あ い

、キャンセル
き ゃ ん せ る

の連絡
れんらく

をいただいた

時間
じ か ん

に応じて
お う じ て

、下記
か き

によりキャンセル料
き ゃ ん せ る り ょ う

を請求
せいきゅう

させていただきます。 

前日
ぜんじつ

12
１２

時
じ

までのご連絡
ごれんらく

の場合
ば あ い

 
いただきません。 

前日
ぜんじつ

12
１２

時
じ

までにご連絡
ごれんらく

の場合
ば あ い

 
２，０００円 

利用者
りようしゃ

の居宅
きょたく

が、通常
つうじょう

の事業
じぎょう

の

実施
じ っ し

地域
ち い き

以外
い が い

の場合
ば あ い

、運営
うんえい

規程
き て い

の

定め
さ だ め

に基づき
も と づ き

、交通費
こうつうひ

の実費
じ っ ぴ

を

請求
せいきゅう

いたします。 

① 交通費
こうつうひ

 

※ただし、利用者
りようしゃ

の病変
びょうへん

、 急
きゅう

な入院
にゅういん

等
など

の場合
ば あ い

には、キャンセル料
き ゃ ん せ る り ょ う

は請 求
せいきゅう

いたしませ

ん。 

③
３

 サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

にあたり必要
ひつよう

となる利用者
りようしゃ

   

の居宅
きょたく

で使用
し よ う

する電気
で ん き

、ガス
が す

、水道
すいどう

の費用
ひ よ う

 

④
４

通院
つういん

介助
かいじょ

等
など

におけるヘルパー
へ る ぱ ー

の公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

等
とう

の交通費
こうつうひ

 

利用者
りようしゃ

（お客
おきゃく

様
さま

）の別途
べ っ と

負担
ふ た ん

 

となります。 
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５ 利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

及び
お よ び

その他
そ の た

の費用
ひ よ う

の請求
せいきゅう

の支払い
し は ら い

方法
ほうほう

について 

利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

その他
そ の た

の費用
ひ よ う

の

支払い
し は ら い

方法
ほうほう

につ

いて 

 

 

 

 利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

及び
お よ び

その他
そ の た

の費用
ひ よ う

について、サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

した月
つき

の

翌月
よくげつ

１５日
１ ５ に ち

までに利用
り よ う

月分
つきぶん

の請求書
せいきゅうしょ

をお届け
お と ど け

します。サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の

記録
き ろ く

と内容
ないよう

を照合
しょうごう

のうえ、請求
せいきゅう

月
つき

の２７日
２ ７ に ち

までに、下記
か き

のいずれかの

方法
ほうほう

によりお支払い
お し は ら い

下さい
く だ さ い

。 

(ア
あ

)現金
げんきん

支払い
し は ら い

 

(イ
い

)利用者
りようしゃ

指定
し て い

口座
こ う ざ

からの自動
じ ど う

振替
ふりかえ

 

(ウ
う

)事
じ

業者
ぎょうしゃ

指定
し て い

口座
こ う ざ

への振り込み
ふ り こ み

 

お支払い
お し は ら い

を確認
かくにん

しましたら、必ず
かならず

領 収 書
りょうしゅうしょ

をお渡し
お わ た し

しますので、保管
ほ か ん

を

お願い
お ね が い

します。 

また、介護
か い ご

給付費
きゅうふひ

等
など

について市町村
しちょうそん

より給付
きゅうふ

を受けた
う け た

場合
ば あ い

は、受 領
じゅりょう

通知
つ う ち

をお渡し
お わ た し

しますので、必ず
かならず

保管
ほ か ん

をお願い
お ね が い

します。 

 

※ 利用料
りようりょう

、その他
そ の た

の費用
ひ よ う

の支払い
し は ら い

について、支払い
し は ら い

能 力
のうりょく

があるにもかかわらず支払い
し は ら い

期日
き じ つ

から３月
３ が つ

以上
いじょう

遅延
ち え ん

し、故意
こ い

に支払い
し は ら い

の督促
とくそく

から14
１４

日
にち

以内
い な い

にお支払
おしはらい

がない場合
ば あ い

には、

契約
けいやく

を解約
かいやく

した上
うえ

で、未払い分
み は ら い ぶ ん

をお支払
おしはらい

いただくことがあります。 

 

６ 担当
たんとう

ヘルパー
へ る ぱ ー

の変更
へんこう

を希望
き ぼ う

される場合
ば あ い

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

について 

利用者
り よ うし ゃ

のご事情
ご じ じょ う

により、担当
たんとう

ヘルパー
へ る ぱ ー

の変更
へんこう

を希望
き ぼ う

され

る場合
ば あ い

は、右
みぎ

のご相談
ご そ うだ ん

担当者
たんとうしゃ

までご相
ご そ う

談
だん

ください。 

ア
あ

 相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

氏名
し め い

    安田
や す だ

 恵子
け い こ

 

イ
い

 連絡先
れんらくさき

電話番号
でんわばんごう

    06-4862-8678 

   同
どう

 ﾌｧｯｸｽ
ふぁっくす

番号
ばんごう

    06-4862-8677 

ウ
う

 受付日
うけつけび

および受付
うけつけ

時間
じ か ん

 月
げつ

～金
きん

 9:00～18:00 

※ 担当
たんとう

ヘルパー
へ る ぱ ー

の変更
へんこう

に関して
か ん し て

は、利用者
りようしゃ

等
とう

の希望
き ぼ う

を尊 重
そんちょう

して調 整
ちょうせい

を行います
お こ な い ま す

が

当事業所
とうじぎょうしょ

の人員
じんいん

体制
たいせい

などにより、ご希望
ご き ぼ う

にそえない場合
ば あ い

もありますことを予 め
あらかじめ

ご了承
ごりょうしょう

ください。 

７ サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

にあたっての留意
りゅうい

事項
じ こ う

 

 (1
１

) 市町村
しちょうそん

の支給
しきゅう

決定
けってい

内容
ないよう

等
など

の確認
かくにん

 

サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

に先立って
さ き だ っ て

、受給 者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

された支給量
しきゅうりょう

・支給
しきゅう

内容
ないよう

・利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

上限
じょうげん

額
がく

を確認
かくにん

させていただきます。受給者証
じゅきゅうしゃしょう

の住所
じゅうしょ

、支給量
しきゅうりょう

などに変更
へんこう

があ

った場合
ば あ い

は速やか
す み や か

に事
じ

業者
ぎょうしゃ

にお知らせ
お し ら せ

ください。 

(2
２

) 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

の作成
さくせい

 

確認
かくにん

した支給
しきゅう

内容
ないよう

に沿って
そ っ て

、利用者
りようしゃ

及び
お よ び

家族
か ぞ く

の意向
い こ う

に配慮
はいりょ

しながら｢
「

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

｣
」

を作成
さくせい

します。作成
さくせい

した「重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

」については、案
あん

の段階
だんかい

で利用者
りようしゃ

又
また

は家族
か ぞ く

に内容
ないよう

を説明
せつめい

し、利用者
りようしゃ

の同意
ど う い

を得た
え た

上
うえ

で成案
せいあん

としますので、ご確認
ごかくにん

いただく

ようお願い
お ね が い

します。 
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サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

は「重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

｣
」

にもとづいて行ないます
お こ な い ま す

。実施
じ っ し

に関する
か ん す る

指示
し じ

や命令
めいれい

はすべて事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行ないます
お こ な い ま す

が、実際
じっさい

の提供
ていきょう

にあたっては、利用者
りようしゃ

等
とう

の訪問
ほうもん

時
じ

の状 況
じょうきょう

や意向
い こ う

に充分
じゅうぶん

な配慮
はいりょ

を行ないます
お こ な い ま す

。 

 (3) 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

の変更
へんこう

等
など

 

「重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

計画
けいかく

」は、利用者
りようしゃ

等
とう

の心身
しんしん

の状 況
じょうきょう

や意向
い こ う

などの変化
へ ん か

により、必要
ひつよう

に

応じて
お う じ て

変更
へんこう

することができます。 

   また、サービス
さ ー び す

利用
り よ う

の変更
へんこう

・追加
つ い か

は、ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

の稼働
か ど う

状 況
じょうきょう

により利用者
りようしゃ

が

希望
き ぼ う

する時間
じ か ん

にサービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

ができないことがあります。その場合
ば あ い

は、他
ほか

の利用
り よ う

可能
か の う

日時
に ち じ

を利用者
りようしゃ

に提示
て い じ

するほか、他
た

事業所
じぎょうしょ

を紹介
しょうかい

するなど必要
ひつよう

な調 整
ちょうせい

をいたしま

す。 

 (4
４

) 担当
たんとう

ヘルパー
へ る ぱ ー

の決定
けってい

等
など

 

   サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

時
じ

に、担当
たんとう

のヘルパー
へ る ぱ ー

を決定
けってい

します。ただし、実際
じっさい

のサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

に

あたっては、複数
ふくすう

のヘルパーが交替
こうたい

してサービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

します。担当
たんとう

のヘルパー
へ る ぱ ー

や

訪問
ほうもん

するヘルパー
へ る ぱ ー

が交代
こうたい

する場合
ば あ い

は、あらかじめ利用者
りようしゃ

に説明
せつめい

するとともに、利用者
りようしゃ

及び
お よ び

その家族
か ぞ く

等
など

に対して
た い し て

サービス
さ ー び す

利用上
りようじょう

の不利益
ふ り え き

が生じない
し ょ う じ な い

よう十 分
じゅうぶん

に配慮
はいりょ

します。 

  利用者
りようしゃ

から特定
とくてい

のヘルパー
へ る ぱ ー

を指名
し め い

することはできませんが、ヘルパー
へ る ぱ ー

について

お気づき
お き づ き

の点
てん

やご要望
ごようぼう

がありましたら、お客
おきゃく

様
さま

相談
そうだん

窓口
まどぐち

等
など

にご遠慮なく
ご え ん り ょ な く

相談
そうだん

ください。 

 (5
５

) サービス
さ ー び す

実施
じ っ し

のために必要
ひつよう

な備品
び ひ ん

等
など

の使用
し よ う

 

   サービス
さ ー び す

実施
じ っ し

のために必要
ひつよう

な備品
び ひ ん

等
など

(水道
すいどう

、ガス
が す

、電気
で ん き

を含む
ふ く む

)は無償
むしょう

で使用
し よ う

させて

いただきます。また、ヘルパー
へ る ぱ ー

が事業所
じぎょうしょ

に連絡
れんらく

する場合
ば あ い

の電話
で ん わ

を使用
し よ う

させていただく

場合
ば あ い

があります。 

 

８ 虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

について 

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
りようしゃ

等
とう

の人権
じんけん

の擁護
よ う ご

・虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
とう

のために、「障害者
しょうがいしゃ

（児
こ

）施設
し せ つ

におけ

る虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

について」（平成
へいせい

17
１ ７

年
ねん

10
１ ０

月
がつ

20
２ ０

日
にち

障発
しょうはつ

第1020001号
だい １ ０ ２ ０ ０ ０ １ ご う

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社会
しゃかい

援護局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

部長
ぶちょう

通知
つ う ち

）に準じた
じゅんじた

取扱い
とりあつかい

をするとともに、下記
か き

の対策
たいさく

を講じます
こ う じ ま す

。 

① 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関する
か ん す る

責任者
せきにんしゃ

を選定
せんてい

しています。 

 虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関する
か ん す る

責任者
せきにんしゃ

 安田
や す だ

 恵子
け い こ

 

② 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

を支援
し え ん

します。 

③ 苦情
くじょう

解決
かいけつ

体制
たいせい

を整備
せ い び

しています。 

④ 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に対する
た い す る

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

を啓発
けいはつ

･
・

普及
ふきゅう

するための研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

しています。 

⑤ 虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

のための対策
たいさく

を検討
けんとう

する委員会
いいんかい

の設置
せ っ ち

等
とう

を実施
じ っ し

しています。 
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９ 秘密
ひ み つ

の保持
ほ じ

と個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の保護
ほ ご

について 

①利用者及びそ

の家族に関す

る秘密の保持

について 

 

 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
り よ うし ゃ

の個人
こ じ ん

情報
じょうほう

について「個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の保護
ほ ご

に関する
か ん す る

法律
ほうりつ

」

及び
お よ び

厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

が策定
さくてい

した「福祉事
ふ く し じ

業者
ぎょうしゃ

における個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の適切
てきせつ

な

取り扱い
と り あ つ か い

のためのガイドライン
が い ど ら い ん

」を遵守
じゅんしゅ

し、適切
てきせつ

な取り扱い
と り あ つ か い

に努める
つ と め る

ものと

します。 

○ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

及び
お よ び

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の使用
し よ う

する者
もの

（以下
い か

「従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

」という。）は、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

をする上
うえ

で知り得た
し り え た

利用者
り よ うし ゃ

及び
お よ び

その家族
か ぞ く

の秘密
ひ み つ

を正当
せいとう

な理由
り ゆ う

なく、

第三者
だいさんしゃ

に漏らしません
も ら し ま せ ん

。 

○ また、この秘密
ひ み つ

を保持
ほ じ

する義務
ぎ む

は、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

契約
けいやく

が終 了
しゅうりょう

した後
あと

にお

いても継続
けいぞく

します。 

○ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、 従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

に業務上
ぎょうむじょう

知り得た
し り え た

利用者
り よ うし ゃ

又
また

はその家族
か ぞ く

の秘密
ひ み つ

を保
ほ

持させる
じ さ せ る

ため、従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

である期間
き か ん

及び
お よ び

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

でなくなった後
あと

においても、

その秘密
ひ み つ

を保持
ほ じ

するべき旨
むね

を、従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

との雇用
こ よ う

契約
けいやく

の内容
ないよう

とします。 

② 個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の

保護
ほ ご

について 

○ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
り よ うし ゃ

からあらかじめ文書
ぶんしょ

で同意
ど う い

を得ない
え な い

限り
か ぎ り

、サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
か い ぎ

で使用
し よ う

する等
など

、他
ほか

の障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事
さ ー び す じ

業者
ぎょうしゃ

等
など

に、利用者
り よ うし ゃ

の

個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を提供
ていきょう

しません。また利用者
り よ うし ゃ

の家族
か ぞ く

の個人
こ じ ん

情報
じょうほう

についても、当該
とうがい

利用者
り よ うし ゃ

の家族
か ぞ く

から予め
あらかじめ

文書
ぶんしょ

で同意
ど う い

を得ない
え な い

限り
か ぎ り

、サービス
さ ー び す

担当者
たんとうしゃ

会議
か い ぎ

で

使用
し よ う

する等
など

、他
ほか

の福祉
ふ く し

サービス事
さ ー び す じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

に利用者
り よ うし ゃ

の家族
か ぞ く

の個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を提供
ていきょう

しません。 

○ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

は、利用者
り よ うし ゃ

及び
お よ び

その家族
か ぞ く

に関する
か ん す る

個人
こ じ ん

情報
じょうほう

が含まれる
ふ く ま れ る

記録物
き ろ くも の

（紙
かみ

によるものの他
ほか

、電磁的
で ん じて き

記録
き ろ く

を含む
ふ く む

。）については、善良
ぜんりょう

な管理者
か ん りし ゃ

の注意
ちゅうい

を

もって管理
か ん り

し、また処分
しょぶん

の際
さい

にも第三者
だいさんしゃ

への漏洩
ろうえい

を防止
ぼ う し

するものとします。 

○ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

が管理
か ん り

する情報
じょうほう

については、利用者
り よ うし ゃ

の求め
も と め

に応じて
お う じ て

その内容
ないよう

を

開示
か い じ

することとし、開示
か い じ

の結果
け っ か

、情報
じょうほう

の訂正
ていせい

、追加
つ い か

または削除
さくじょ

を求められた
も と め ら れ た

場合
ば あ い

は、遅滞
ち た い

なく調査
ちょうさ

を行い
おこない

、利用
り よ う

目的
もくてき

の達成
たっせい

に必要
ひつよう

な範囲内
は ん いな い

で訂正
ていせい

等
など

を

行う
おこなう

ものとします。(開示
か い じ

に際して
さ い し て

複写料
ふくしゃりょう

などが必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は利用者
り よ うし ゃ

の負担
ふ た ん

となります。)  
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10 緊急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

方法
ほうほう

について 

①
１

 サービス
さ ー び す

提 供 中
ていきょうちゅう

に、利用者
りようしゃ

に 病 状
びょうじょう

の急変
きゅうへん

が生じた
しょうじた

場合
ば あ い

その他
そ の た

必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、

速やか
す み や か

に主
ぬし

治
はる

の医師
い し

への連絡
れんらく

を行う
おこなう

等
など

の必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講じる
こ う じ る

とともに、利用者
りようしゃ

が予 め
あらかじめ

指定
し て い

する連絡先
れんらくさき

にも連絡
れんらく

します。 

 ②
２

 上記
じょうき

以外
い が い

の緊急
きんきゅう

時
じ

において、利用者
りようしゃ

に 病 状
びょうじょう

の急変
きゅうへん

が生じた
しょうじた

場合
ば あ い

その他
そ の た

必要
ひつよう

な

場合
ば あ い

に、下記
か き

の対応
たいおう

可能
か の う

時間
じ か ん

に連絡
れんらく

を受けた
う け た

際
さい

は、利用者
りようしゃ

の状 態
じょうたい

に応じて
お う じ て

、必要
ひつよう

な対応
たいおう

を行います
お こ な い ま す

。 

  連絡先
れんらくさき

：電話番号
でんわばんごう

           (対応
たいおう

可能
か の う

時間
じ か ん

            ) 

 

11 事故
じ こ

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

方法
ほうほう

について 

利用者
りようしゃ

に対する
た い す る

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の提供
ていきょう

により事故
じ こ

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

は、都道府県
と ど う ふ け ん

、市町村
しちょうそん

、

利用者
りようしゃ

の家族
か ぞ く

等
など

に連絡
れんらく

を行う
おこなう

とともに、必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講じます
こ う じ ま す

。 

また、利用者
りようしゃ

に対する
た い す る

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の提 供
ていきょう

により賠償
ばいしょう

すべき事故
じ こ

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

は、

損害
そんがい

賠 償
ばいしょう

を速やか
す み や か

に行います
お こ な い ま す

。 

本事
も と じ

業 者
ぎょうしゃ

は、下記
か き

の損害
そんがい

賠償
ばいしょう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

しています。 

保険会
ほけんがい

社名
しゃめい

 あいおいニッセイ
に っ せ い

同和
ど う わ

損害
そんがい

保険
ほ け ん

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 

保険名
ほけんめい

   介護
か い ご

保険
ほ け ん

・社会
しゃかい

福祉事
ふ く し じ

業者
ぎょうしゃ

総合
そうごう

保険
ほ け ん

 

12 身分証
みぶんしょう

携行
けいこう

義務
ぎ む

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

は、常に
つ ね に

身分証
みぶんしょう

を携行
けいこう

し、初回
しょかい

訪問
ほうもん

時
じ

及び
お よ び

利用者
りようしゃ

または利用者
りようしゃ

の

家族
か ぞ く

から提示
て い じ

を求められた
も と め ら れ た

時は、いつでも身分証
みぶんしょう

を提示
て い じ

します。 

 

13 心身
しんしん

の状 況
じょうきょう

の把握
は あ く

 

指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の提供
ていきょう

に当たって
あ た っ て

は、利用者
りようしゃ

の心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

、その置かれて
お か れ て

いる

環 境
かんきょう

、他
ほか

の保健
ほ け ん

医療
いりょう

サービス
さ ー び す

又
また

は福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

等
とう

の把握
は あ く

に努める
つ と め る

ものとし

ます。 

 

14
１４

 連絡
れんらく

調整
ちょうせい

に対する
た い す る

協 力
きょうりょく

 

  重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護事
か い ご じ

業者
ぎょうしゃ

は、指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の利用
り よ う

について市町村
しちょうそん

又
また

は相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

を

行う
おこなう

ものが行う
おこなう

連絡
れんらく

調整
ちょうせい

にできる限り
か ぎ り

協 力
きょうりょく

します。 

 

15 他
ほか

の指定障
していしょう

がい福祉
ふ く し

サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

等
とう

との連携
れんけい

 

指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の提供
ていきょう

に当り
あ た り

、市町村
しちょうそん

、他
ほか

の指定障
していしょう

がい福祉
ふ く し

サービス事
さ ー び す じ

業 者
ぎょうしゃ

及び
お よ び

保健
ほ け ん

医療
いりょう

サービス
さ ー び す

または福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の提供者
ていきょうしゃ

と密接
みっせつ

な連携
れんけい

に努めます
つ と め ま す

。 

 

16
１６

 サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

の記録
き ろ く

 

① 指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の実施
じ っ し

ごとに、そのサービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

日
び

、内容
ないよう

、実績
じっせき

時間数
じかんすう

及び
お よ び

市
町
村

し
ち
勅
う
そ
ん 

市 町 村 名
し ち ょ う そ ん め い

 大阪市
お お さか し

 

担 当 部
た ん と う ぶ

・ 課 名
か め い

 大阪市
お お さか し

役所障
やくしょしょう

がい者
しゃ

施策部障
しさくぶしょう

がい支援課
し え ん か

 

電 話 番 号
で ん わ ば ん ご う

 06-6208-7986 
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利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

等
など

を、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

の終 了
しゅうりょう

時
じ

に利用者
りようしゃ

の確認
かくにん

を受ける
う け る

こととします。

また利用者
りようしゃ

の確認
かくにん

を受けた
う け た

後
あと

は、その控え
ひ か え

を利用者
りようしゃ

に交付
こ う ふ

します。 

② 指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

の実施
じ っ し

ごとに、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

実績
じっせき

記録票
きろくひょう

に記録
き ろ く

を行い
おこない

、利用者
りようしゃ

の

確認
かくにん

を受けます
う け ま す

。 

③ これらの記録
き ろ く

はサービス
さ ー び す

完結
かんけつ

の日
ひ

から５年間
５ねんかん

保存
ほ ぞ ん

し、利用者
りようしゃ

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対して
た い し て

保存
ほ ぞ ん

されるサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

記録
き ろ く

の閲覧
えつらん

及び
お よ び

複写物
ふくしゃぶつ

の交付
こ う ふ

を請求
せいきゅう

することができます。 

（複写
ふくしゃ

等
など

にかかる費用
ひ よ う

は実費
じ っ ぴ

を負担
ふ た ん

いただきます。） 

 

17
１７

 指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

サービス
さ ー び す

内容
ないよう

の見積もり
み つ も り

について 

契約
けいやく

に際して
さ い し て

、利用者
りようしゃ

のサービス
さ ー び す

内容
ないよう

に応じた
お う じ た

見積もり
み つ も り

(契約書
けいやくしょ

別紙
べ っ し

)を作成
さくせい

します。 

 

18
１８

 苦情
くじょう

解決
かいけつ

の体制
たいせい

及び
お よ び

手順
てじゅん

 

(ア
あ

) 提供
ていきょう

した指定
し て い

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

に係る
か か る

利用者
りようしゃ

及び
お よ び

その家族
か ぞ く

からの相談
そうだん

及び
お よ び

苦情
くじょう

を

受け付ける
う け つ け る

ための窓口
まどぐち

を設置
せ っ ち

します。（下表
かひょう

に記す
し る す

【
（

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の窓口
まどぐち

】
）

のとおり） 

   本事業所
ほんじぎょうしょ

では地域
ち い き

にお住まい
お す ま い

の方
ほう

を第三者
だいさんしゃ

委員
い い ん

に選任
せんにん

し、地域
ち い き

住 民
じゅうみん

の立場
た ち ば

から

本事業所
ほんじぎょうしょ

に対する
た い す る

ご意見
ご い け ん

などもいただいています。本事業所
ほんじぎょうしょ

への苦情
くじょう

や意見
い け ん

は

第三者
だいさんしゃ

委員
い い ん

に相談
そうだん

することもできます。 

(イ) 相談
そうだん

及び
お よ び

苦情
くじょう

に円滑
えんかつ

かつ適切
てきせつ

に対応
たいおう

するための体制
たいせい

及び
お よ び

手順
てじゅん

は以下
い か

のとおりとし

ます。 

（ウ） 苦情
くじょう

又
また

は相談
そうだん

があった場合
ば あ い

は、利用者
り よ うし ゃ

の状 況
じょうきょう

を詳細
しょうさい

に把握
は あ く

するため必要
ひつよう

に応じ
お う じ

訪問
ほうもん

を実施
じ っ し

し、状 況
じょうきょう

の聞き取り
き き と り

や事情の確認
かくにん

を行う
おこなう

。 

管理者
か ん りし ゃ

は訪問
ほうもん

介護員
か い ごい ん

に事実
じ じ つ

関係
かんけい

の確認
かくにん

を行う
おこなう

。 

相談
そうだん

担当者
たんとうしゃ

は、把握
は あ く

した状 況
じょうきょう

をスタッフ
す た っ ふ

とともに検討
けんとう

及び
お よ び

検証
けんしょう

を行い
おこない

、時下
じ か

の対応
たいおう

を

決定
けってい

する。 

対応
たいおう

内容
ないよう

に基づき
も と づ き

、必要
ひつよう

に応じて
お う じ て

関係者
かんけいしゃ

への連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行う
おこなう

とともに、利用者
り よ うし ゃ

へ必ず
かならず

対応
たいおう

方法
ほうほう

を含めた
ふ く め た

結果
け っ か

報告
ほうこく

を行う
おこなう

。 

19
１９

 利用者
り よ うし ゃ

の意見
い け ん

を把握
は あ く

する体制
たいせい

、第三者
だいさんしゃ

による評価
ひょうか

の実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

等
とう

 

 （ア
あ

） 利用者
り よ うし ゃ

アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

、意見箱
い け んば こ

等
など

利用者
り よ うし ゃ

の意見
い け ん

等
とう

を把握
は あ く

する取組
とりくみ

の状 況
じょうきょう

（有
あり

・無
む

） 

 （イ
い

） 第三者
だいさんしゃ

のよる評価
ひょうか

の実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

 （有
あり

・無
む

） 
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【
（

事業所
じぎょうしょ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

】
）

 

あしすと井高
い た か

野
の

昭和
しょうわ

介護
か い ご

センター
せ ん た ー

 

所
しょ

 在
ざい

 地
ち

 大
おお

阪
さか

市
し

東
ひがし

淀
よど

川
がわ

区
く

井
い

高
たか

野
の

１丁
ちょう

目
め

１番
ばん

３８号
ごう

 

貝田
か い だ

・井
い

高野
た か の

ビル
び る

 202 

電話番号
でんわばんごう

 06-4862-8678 

ﾌｧｯｸｽ
ふぁっくす

番号
ばんごう

 06-4862-8677 

受付
うけつけ

時間
じ か ん

 月
げつ

～金曜日
きんようび

（祝日
しゅくじつ

含む
ふ く む

）9:00～18:00 

【
（

市町村
しちょうそん

（保険者
ほけんしゃ

）の窓口
まどぐち

】
）

 

東淀川区
ひがしよどがわく

役所
やくしょ

 

保健
ほ け ん

福祉課
ふ く し か

 介護
か い ご

グループ
ぐ る ー ぷ

 

所
ところ

 在
ざい

 地
ち

 大阪市
おおさかし

東淀川区
ひがしよどがわく

豊
ほう

新
しん

2
２

丁目
ちょうめ

1
１

番4号
ばん４ごう

 

電話番号
でんわばんごう

 06
０６

-
－

4809
４８０９

-
－

9859
９８５９

 

受付
うけつけ

時間
じ か ん

 9
９

:00
００

～17
１７

:30
３０

 

【
（

公的
こうてき

団体
だんたい

の窓口
まどぐち

】
）

 

 大阪府
おおさかふ

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

 

運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

 

「福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

苦情
くじょう

解決
かいけつ

委員会
いいんかい

」 

 

所
ところ

 在
ざい

 地
ち

 大阪市
おおさかし

中央区谷町
ちゅうおうくたにまち

7
７

-
－

4
４

-
－

15
１５

 

     大阪府
おおさかふ

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

会館
かいかん

2
２

階
かい

 

電話番号
でんわばんごう

 06
０６

-
－

6191
６１９１

-
－

3130
３１３０

 

ﾌｧｯｸｽ
ふぁっくす

番号
ばんごう

 06
０６

-
－

6191
６１９１

-
－

5660
５６６０

 

受付
うけつけ

時間
じ か ん

 月
げつ

～金曜日
きんようび

（祝日
しゅくじつ

を除く
の ぞ く

） 

     午前
ご ぜ ん

10
１０

時
じ

～午後
ご ご

4
４

時
じ
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20 サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

開始
か い し

可能
か の う

年月日
ねんがっぴ

 

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

開始
か い し

が 可能
か の う

な

年月日
ねんがっぴ

 
    年

ねん

    月
がつ

    日
にち

 

 

21 重要
じゅうよう

事項
じ こ う

説明
せつめい

の年月日
ねんがっぴ

 

こ の 重要
じゅうよう

事項
じ こ う

説明書
せつめいしょ

の 説明
せつめい

年月日
ねんがっぴ

 
    年

ねん

    月
がつ

    日
にち

 

 

 

上記
じょうき

内容
ないよう

について、大阪市
おおさかし

指定
し て い

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の事業
じぎょう

等
とう

の人員
じんいん

、設備
せ つ び

及び
お よ び

運営
うんえい

に

関する
か ん す る

基準
きじゅん

等
とう

を定める
さ だ め る

条例
じょうれい

（平成
へいせい

25
２５

年
ねん

３月
３ が つ

４日
４ に ち

大阪市
おおさかし

条例
じょうれい

第13号
だい１３ごう

）第５条
だい５じょう

の規定
き て い

に基づき
も と づ き

、

利用者
りようしゃ

に説明
せつめい

を行いました
お こ な い ま し た

。 

事じ

業

者

ぎ
勅
う
し
勃 

所
ところ

 在
ざい

 地
ち

 大阪府
おおさかふ

大阪市
おおさかし

浪速区
な に わ く

難波中
なんばなか

一丁目
いっちょうめ

１２番５号
１ ２ ば ん ５ ご う

 

法
ほう

 人
ひと

 名
めい

 株式
かぶしき

会社
がいしゃ

クオリス
く お り す

 

代 表 者
だ い ひ ょ う し ゃ め い

代表
だいひょう

取締役
とりしまりやく

  雨田
あ ま だ

 武史
た け し

 

事 業 所 名
じぎょうし ょめい

 あしすと井高
い た か

野
の

昭和
しょうわ

介護
か い ご

センター
せ ん た ー

 

説明者
せつめいしゃ

氏名
し め い

                           印 

 上記内容の説明を事業者から確かに受けました。 

利用者
りようしゃ

 

住
じゅう

 所
しょ

  

氏
し

 名
めい

               印 

 

代理人
だいりにん

 

住
じゅう

 所
しょ

  

氏
し

 名
めい

               印 

 


